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（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

①
一
般
廃
棄
物
処
理
の
随
意
契
約
に

つ
い
て
。
②
入
札
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
。
③
清
掃
業
務
委
託
契
約
の

複
数
年
契
約
に
つ
い
て
。

宮
本
議
員

(1)
福
祉
行
政
に
つ
い
て

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の
設
備
廃

止
問
題
は
、
故
障
も
し
て
い
な
い
設

備
の
修
理
に
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

と
し
て
廃
止
を
打
ち
出
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
が
、
入
浴
設
備
の
修
理
問

題
で
は
な
く
診
察
室
の
新
設
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
診
察
室
の
整
備

に
２
１
３
万
円
も
の
予
算
を
計
上
、

見
込
み
で
な
く
決
算
を
見
て
い
る
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
為
の
健
康
増

進
で
あ
り
触
れ
合
い
の
場
を
提
供
す

る
の
が
福
祉
の
役
割
で
は
な
い
か
。

(2)
総
務
行
政
に
つ
い
て

佐
賀
市
・
福
岡
県
宗
像
市
な
ど
九

州
管
内
の
多
く
の
市
町
村
が
、
行
政

員
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
。
そ
れ

は
公
営
事
業
の
民
間
委
託
が
顕
著
で

あ
り
、
行
政
業
務
の
多
様
化
・
複
雑

化
に
伴
い
事
務
量
の
増
加
が
あ
り
、

処
理
出
来
な
い
と
し
て
廃
止
さ
れ
て

い
る
。
大
村
市
で
は
、
六
千
も
の
世

帯
が
町
内
会
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、

市
政
だ
よ
り
等
の
配
布
が
な
さ
れ
て

市
長

(1)
①
職
員
の
人
員
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
末
ま
で
に
61
人
を
削
減

す
る
計
画
で
あ
る
。
給
与
の
見
直
し

で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
55
歳
昇
給

停
止
、
退
職
時
特
別
昇
給
の
廃
止
を

行
う
。
今
後
取
り
組
む
第
４
次
行
政

改
革
の
中
で
、
さ
ら
な
る
人
員
削
減

と
給
与
を
見
直
し
た
い
。

②
業
務
委
託
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
ま
ず
第
１
に
学
校
給
食
業

務
、
第
２
に
、
上
下
水
道
浄
水
管
理

業
務
、
第
３
に
清
掃
業
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
業
務
に
対
し
、
今
後
早
急

に
具
体
化
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

③
15
年
度
末
の
滞
納
額
は
、
市
税
11

億
３
千
万
円
、
国
保
税
９
億
１
千
万

円
、
対
策
と
し
て
、
滞
納
処
分
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
営
住
宅

１
億
２
百
万
円
、
長
期
滞
納
に
な
ら

な
い
よ
う
早
め
の
納
入
指
導
を
実
施
。

保
育
料
６
千
８
百
万
円
、
対
策
と
し

て
、
電
話
催
告
、
保
育
園
で
の
面
談

を
実
施
。
下
水
道
使
用
料
２
千
６
百

万
円
、
受
益
者
負
担
金
９
百
万
円
、

対
策
と
し
て
昼
間
、
夜
間
の
戸
別
訪

問
徴
収
を
実
施
し
て
い
る
。

(2)
行
財
政
運
営
の
効
率
化
の
観
点
か

ら
、
民
間
に
で
き
る
も
の
は
民
間
に

任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
基
本
方

針
に
基
づ
き
策
定
し
た
大
村
市
立
保

育
所
新
整
備
計
画
を
毎
年
検
証
し
て

い
き
た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
項
目
に
つ

い
て
も
種
々
検
討
を
重
ね
、
目
標
の

早
期
実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

い
な
い
が
、
今
後
こ
の
事
に
つ
い
て

ど
の
様
な
措
置
を
取
ら
れ
る
の
か
。

福
祉
保
健
部
長

(1)
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
入
浴
施
設
の
閉
鎖
を
前
提
と
し

て
、
昨
年
10
月
か
ら
市
内
居
住
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
と
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
現

在
の
財
政
状
況
下
で
は
同
じ
よ
う
な

種
類
の
事
業
を
同
時
に
実
施
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
予
定
ど
お

り
本
年
９
月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
を
考

え
て
い
る
。
な
お
、
入
浴
設
備
廃
止

後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
１
０

０
％
補
助
事
業
で
整
備
を
行
い
介
護

予
防
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
務
部
長

(2)
未
加
入
世
帯
の
対
策
と

し
て
、
現
在
本
庁
や
出
張
所
、
あ
る

い
は
郵
便
局
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
Ｊ

Ｒ
の
駅
な
ど
に
市
政
だ
よ
り
を
配
置

し
て
い
る
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
郵

送
し
て
い
る
。
加
入
促
進
の
方
法
と

し
て
、
転
入
転
居
さ
れ
る
方
に
、
そ

の
手
続
の
際
に
町
内
会
加
入
に
つ
い

て
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
お
願
い
し
て
い

る
。
そ
の
他
宅
建
業
協
会
に
対
し
て

も
、
ア
パ
ー
ト
入
居
者
に
対
す
る
加

入
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
秋
に
は
市
内
の
企
業
70

社
に
対
し
、
文
書
で
従
業
員
に
対
し

て
加
入
促
進
を
周
知
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
た
。
今
後
と
も
さ

ら
な
る
加
入
の
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
。

三
城
々
跡
・
国
史
跡
指
定
の
条
件
整

備
に
つ
い
て
。

瀬
議
員

(1)
企
画
商
工
行
政
に
つ
い

て①
国
道
四
四
四
号
の
開
通
に
よ
り
、

当
市
と
鹿
島
市
と
の
距
離
が
ぐ
っ
と

近
ま
っ
た
。
萱
瀬
地
区
と
鹿
島
市
能

古
見
地
区
に
お
い
て
は
民
間
に
よ
る

交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

鹿
島
市
と
の
友
好
都
市
締
結
と
交
流

促
進
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

②
文
化
庁
の
「
歴
史
の
道
百
選
」
に

選
ば
れ
て
い
る
長
崎
街
道
を
、
当
市

観
光
の
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
、
マ

ッ
プ
で
紹
介
す
る
な
ど
観
光
ル
ー
ト

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

(2)
市
民
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
市
内
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
、

保
管
上
限
の
20
倍
に
あ
た
る
大
量
の

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
放
置
、
撤
去
す
る
よ

う
に
と
の
県
か
ら
の
改
善
命
令
・
措

置
命
令
に
従
わ
ず
、
県
は
警
察
に
告

発
し
た
と
聞
く
が
、
そ
の
後
の
改
善

状
況
及
び
県
・
市
の
対
応
は
。

②
廃
棄
物
焼
却
炉
の
排
出
ガ
ス
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
が
、
法
定
基
準

長
崎
街
道
を

観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
よ
う

福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
施
設
・
廃
止

問
題
に
つ
い
て

广 黄 


